
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

＜ラジコンフライト＞重要な無線：安全第一／人命と財産の確保 
>ヘルメットの無線のマイクスイッチを入れ「チェック、チェック」と言ってテストする。 

>ハーネスを着けて**先生の指示を待つ。待っている間にじわじわと緊張が増してくる。 

>ベルトが外れてないかレッグベルトが緩んでないかチェックする。 

>いよいよ**先生から「そろそろ行こうか」と声がかかる。ヘルメットの無線マイクのスイッチを押し「***７、****、

>タダイマカラテイクオフします」と言っている自分の声が上ずっているのが分かるくらい緊張が高まる。 

>**先生から「テイクオフ直後は、私が上げてと言うまでしっかり押さえて、ハーネスに座るタイミングも 

>私が言うから」と最後の激励を受けて、いよいよ「ハイ、**さん、行こう」と声がかかる。 

>グライダーはすんなりと立ち上がり、「ハイ、走って、離して、しっかり押さえて」の声に応えている内にふわり

>と飛んでいた。引き続き「ハイ、手を上げて、ハイ座りましょう」と**先生の指示に従ってハーネスに座ると、一

>安心できた。「ウワーイ、自分で飛んでるゾ」の感傷にひたっているヒマもなく、校長先生の声が入る 

>「ハイ、**さん、ぜんぜん大丈夫ですよ。フライトを楽しんでください」しばらく校長先生の誘導に従って場周経

>路へのルートを飛んでいたが、経路上に３機のグライダーが飛び混み合っていたため、「経路を変更しましょ

>う」と言うことになり、この後は、校長先生の誘導の通りに、右旋回、直進、左旋回、直進などを指示通り 

>に繰り返し、自分ではどういうルートを飛んでいるのか自覚はないが、「なかなか高度が落ちないな？」 

>と思いつつ、ずいぶんと長いフライトが続き、ようやく校長から「ハイ、**さん、ここからダウンウィンドレグに 

>入ります」の声がかかり、ランディングまで冷静に校長先生の誘導に従い無事に降り立つことが出来た。  

 

>私がパラグライダーを始めた 85 年の頃は、スクールでアマチュア無線を 

>何台か持っていて、それを生徒に貸すという完全に違法な使い方をして 

>いた。 

スカイスポーツ・レジャー業務の代表格「無線誘導による訓練」は無線機 

を使わないと成立たない。(一部クラブ専用エリアでも行っている） 

自主的に使うというより、無線機が無ければ「飛べない」「飛ばせない」と 

「重要な無線」となっている。＜アマチュア無線中毒が蔓延した＞ 

1-1 訓練生；無線誘導のアマチュア無線使用を合法と洗脳されている・？ 

1-2 パイロット；訓練生時代は３か年以上、「不法電波＝犯罪」を発信した。 

1-3 フリーフライト（パイロット）：合法（アマチュア業務）と自信を持って言える無線の使い方・？ 

 

 

アマチュア無線を“商売道具”として使っている＜自浄能力なし＞ 

＜三位一体共同作戦（スクール、業界団体、正会員＆会員）でアマチュア無線を不正利用している＞ 

１・技能証発行機関は、公的資格（パイロット技能証＆イントラ資格）でないことを理由にし、認証イントラ

が「法律違反の道具」（アマチュア無線＆簡易無線）を利用した無線誘導の訓練を黙認している。 

重要な無線：安全第一／人命と財産の確保 

スクール経営者は電波法違反を教唆している。 

大切なお客さんを法律違反の世界へ巻き込む 

異常な業界である。 

フライトツールとしてアマチュア無線機の 

取扱（販売）し、アマチュア無線の普及に 

努力している 

エリア（安全）管理 

不法電波＝犯罪 

北海道総合通信局はアマチュア無線の業務利用を「業務用無線局（不法無線局）の開設・運用した」と判断している 

不法電波は 

犯罪です 

＜業者（商売人）＆団体（クラブを含む）は、アマチュア無線界から完全撤退をお願いします＞ 

連携プレー 

＜総務省は、重要無線（業務無線）に妨害を与えていなければ寛大である＞ 
アマチュア無線の基本を無視した「業務（営利）無線の代用」の利用であっても迷惑を

受けるのは「アマチュア」であり、「ルールに反した電波利用は社会に迷惑をかけてい

る」とならない。次の「不法＆違法行為」が約２０年も懸案事項となっている。 


